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s
一
年
間
の「
学
び
」の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
。「
松
っ
子
バ
ザ
ー
」は
大
に
ぎ
わ
い

先
生
が
提
示
し
た
の
は
、
次
の
条
件
。

①
少
し
大
変
そ
う
だ
け
ど
何
と
か
が
ん

ば
れ
ば
自
分
た
ち
で
で
き
そ
う
な
も
の

②
み
ん
な
で
や
り
終
わ
っ
た
と
き
に
良

か
っ
た
な
と
思
え
る
も
の

③
学
習
の
途
中
で
実
際
に
体
験
が
あ
る

も
の

④
学
校
の
中
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
も
の

こ
の
条
件
を
も
と
に
、
子
ど
も
た
ち

は
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
り

ま
し
た
。

友
達
の
意
見
を
聞
い
て
「
そ
の
案
の

方
が
楽
し
い
ね
」「
一
緒
に
す
る
と
こ
ん

な
こ
と
が
で
き
る
ね
」
と
意
見
の
す
り

合
わ
せ
が
始
ま
り
、
最
終
的
に
バ
ザ
ー

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

や
っ
と
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
問
題
発
生
。
提
案
者
の
案
で
は
、
収

益
金
は
寄
付
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

の
で
す
が
、
パ
ー
テ
ィ
ー
に
使
い
た
い

と
い
う
子
が
ク
ラ
ス
の
過
半
数
を
超
え

る
十
九
人
（
五
年
二
組
の
児
童
は
全
二

十
八
人
）も
で
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

バ
ザ
ー
と
は
何
な
の
か
を
調
べ
た
り
、

話
し
合
っ
た
り
し
ま
し
た
。
す
る
と「
三

宅
島
噴
火
被
災
民
の
た
め
の
緊
急
募
金
」

や「
ユ
ニ
セ
フ
」の
新
聞
記
事
を
持
っ
て

く
る
子
が
現
れ
、
そ
れ
ら
を
紹
介
す
る

う
ち
に
収
益
金
を
寄
付
す
る
こ
と
に
決

ま
り
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
ど
ん
な
こ
と
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。
子
ど
も
た
ち
の
調
査
の
始
ま
り
で

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
子
も

い
れ
ば
、
図
書
館
や
郵
便
局
に
行
っ
て

調
べ
る
子
も
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
情
報
を
集
め
た
結
果
、
募
金
先

は
、
社
会
福
祉
基
金
に
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

不
用
品
を
集
め
て
商
品
を
作
ろ
う
。

空
き
缶
の
貯
金
箱
に
廃
油
の
ろ
う
そ
く
、

割
り
ば
し
飛
行
機
に
牛
乳
パ
ッ
ク
の
小

物
入
れ
も
い
い
ね
。

商
品
を
選
考
す
る
一
方
で
宣
伝
も
考

え
ま
す
。
電
信
柱
に
ポ
ス
タ
ー
を
は
れ

な
い
か
と
東
京
電
力
に
聞
い
た
り
、
ち

ら
し
に
割
り
引
き
券
を
つ
け
よ
う
か
と

考
え
た
り
と
こ
ち
ら
も
大
忙
し
で
す
。

会
場
を
見
つ
け
る
こ
と
も
子
ど
も
た

ち
が
し
ま
す
。
学
校
、
公
民
館
、
総
合

公
園
。
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
る

と
こ
ろ
を
考
え
て
公
民
館
で
開
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
で
も
公
民
館
っ
て
ど
う

や
っ
て
借
り
る
ん
だ
ろ
う
？
疑
問
を
持

っ
た
子
ど
も
た
ち
が
ま
た
、
ま
ち
へ
と

繰
り
出
し
ま
す
。

そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
結
果
、

バ
ザ
ー
は
、
二
月
二
日
に
松
原
公
民
館

で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

公
民
館
で
は
、
一
年
間
の
み
ん
な
の

創
意
工
夫
が
集
ま
っ
た「
バ
ザ
ー
」が
開

か
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
大
き

な
声
で
自
分
た
ち
の
商
品
を
売
り
込
み

ま
す
。「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」の
声
と

と
も
に
手
作
り
商
品
は
完
売
。
予
想
以

上
の
成
果
に
子
ど
も
た
ち
は
、
大
喜
び

で
し
た
。

そ
し
て
間
も
な
く
、五
年
二
組
で
は
、

一
年
間
を
振
り
返
る
今
年
度
最
後
の「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」が
始
ま
り
ま
す
。

自ら学び、考える力をはぐくもうと、4

月から小中学校で「総合的な学習の時間」

が本格的にスタートします。「総合的な学

習の時間」は、知識を教え込むのではな

く、自然体験、ボランティア活動、観察、

実験、ものづくりなどの体験的な学習や

問題解決的な学習をする時間です。この

授業は、地域の特性を取り入れるなど、

各学校の創意工夫により進めていきます。

それでは、実際にどのような授業が始

まるのでしょうか。今回は、平塚市教育

委員会研究委託校として「総合的な学習

の時間」に取り組んでいる松原小学校の
5年2組の活動を紹介しましょう。

み
ん
な
で
決
め
た

テ
ー
マ
は「
バ
ザ
ー
」

調
査
隊
の
出
動

で
す

何
を
売
ろ
う
？

宣
伝
は
？
会
場
は
？

待
ち
に
待
っ
た

バ
ザ
ー
当
日
。

収
益
金
は

寄
付
し
よ
う

広
が
る 

学
び 

の�

お
も
し
ろ
さ
。�

4
月
か
ら
小
中
学
校
で
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
が
ス
タ
ー
ト�

4・5面でさらに教育関連。完全学校週5日制始まる

松原小学校5年2組で聞きました

自発的な学習が生まれます
「総合的な学習の時間」は、子どもと一
緒に悩んだり、考えたりして進んでいく
ので、わたし自身にも発見が多いですね。
子どもは、やりたいことが見つかるとエ
ネルギーを出して自発的な学習を始める
ということも再確認できました。それか
ら、ほかの教科で学んだことが「こんな
ところで役に立つのか」と実感できるの
もこの時間のいいところですね。

考えて勉強する姿、よく見ますよ
今の子どもたちは、友達とかかわる時

間が少ないのではないかと思います。「総
合的な学習の時間」ができて学力が下が
るのではという不安もありますけど、み
んなで一緒に勉強して、生きていくため
の力が身につく時間だと考えれば、大切
な時間だなって思います。この授業のお
かげで、家でも考えながら勉強する子ど
もの姿をよく見るようになりましたよ。

みんなでやれば、できるんだ
・みんなで努力すれば、成功させること　
ができるというのが分かりました（内田）。

・難しい漢字を辞書で調べながらポスタ
ーを作ったので勉強になりました（高森）。
・スーパーで買い物をしたり、ホテルから
ろうそくをもらったり、まちに出て勉
強できたことが楽しかったです（山本）。

・図工も楽しいけど、総合の時間は好き
なものが作れるので大好きです（吉本）。

先生

子ども

親

担任
磯村明良先生

クラス委員（PTA）
山口照子さん

吉本さん、高森さん、
内田さん、山本さん
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話　題

地震でブロック塀が倒れると、逃げ道が寸断されたり、人が下敷きになった
りします。市では、災害防止とみどり豊かなまちづくりのため、生け垣の設置
に補助金制度を設けています。ぜひ、ご利用ください。※補助金の対象となる
基準がありますので、生け垣を設置する前にみどり公園課へご連絡ください。

ブロック塀を生け垣に
◇問い合わせ先　みどり公園課（内線2591）

単
位
で
、
一
兆
分
の
一
グ
ラ
ム
を
指

し
ま
す
。

※
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
と
は
、
ポ
リ
塩

化
ジ
ベ
ン
ゾ
―
パ
ラ
―
ジ
オ
キ
シ
ン

と
ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ
ン
、コ
プ

ラ
ナ
―
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
の
総

称
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
管
理
課

（
内
線
２
２
３
８
）
へ
。

ふ
る
さ
と
の
姿
や
歴
史
を�

　
　
　
　 

未
来
に
伝
え
よ
う�

市制施行�
70周年�
おめでとう�

ダイオキシン類基準値下回る�ダイオキシン類基準値下回る�

四
月
一
日
、
平
塚
市
は
市
制
施
行

七
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
を
記

念
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
を
再

発
見
し
、
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
を

感
じ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
市
で
は
「
ふ

る
さ
と
歴
史
か
る
た
」
の
制
作
を
進

め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、

ふ
る
さ
と
の
姿
や
歴
史
な
ど
の
題
材

を
募
集
し
た
結
果
に
も
と
づ
き
、
四

十
五
題
材
を
選
定
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
今
回
は
、
こ
の
題
材
を
も
と
に
「
読

み
札
」
を
募
集
し
ま
す
。

読
み
札
は
一
題
材
に
つ
き
一
首
と

し
、
一
人
何
首
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

句
調
や
字
数
は
自
由
で
す
。
ま
た
、

題
材
は
一
部
省
略
す
る
な
ど
、
変
更

し
て
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
題
材
が
あ
り
ま
す

◇
45
題
材
の
ご
紹
介

湘
南
平
、
総
合
公
園
、
く
す
の
木

と
平
塚
八
幡
宮
、
霧
降
り
の
滝
と
吉

沢
の
た
め
池
、
七
国
峠
・
遠
藤
原
、
金

目
観
音
堂
、
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
、
扇
松
、

真
土
大
塚
山
公
園
、
須
賀
湊

み
な
と

、
江
戸

見
附
と
平
塚
宿
、
五
領
ケ
台
貝
塚
、

金
目
川
の
控
え
土
手
、
お
茶
屋
寺
、

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
島
ケ
原
、
海
軍
火

薬
廠

し
ょ
う

、
平
政
子
と
平
塚
の
塚
、
徳
川

家
康
と
中
原
御
殿
、
岡
崎
四
郎
義
実
、

食
道
楽
と
村
井
弦
斎
、
馬
入
川
と
源

頼
朝
、
木
谷
實
と
囲
碁
、
虎
御
前
、

中
原
街
道
、
田
村
の
渡
し
、
か
ん
ま

ん
不
動
、
な
で
し
こ
と
更
級
日
記
、

三
郡
共
立
学
校
、
蒸
気
機
関
車
、
バ

ラ
、
し
ら
す
漁
、
相
州
だ
る
ま
、
田

村
ば
や
し
、
前
鳥
座
、
平
塚
海
岸
、

花
水
川
、
白
鷺

し
ら
さ
ぎ

と
田
園
風
景
、
光
と

風
の
花
づ
つ
み
、
ほ
た
る
と
里
山
、

「112」ってなあ～に
たしかめて。火を消してから　次のこと

平塚市消防本部のホームページ
http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/shoubou/

□　問 予防課（121－9728）

119

ミス七夕が火災予防を呼びかけます

112は昨年1年間に市内で起きた火災の件
数です。その前の年より16件増えています。
主な原因は、放火、放火の疑いなどです。

火災はちょっとした注意や心がけで防げま
す。火の取り扱いには十分注意しましょう。

☆3月1日～7日春の火災予防運動☆

3月2日は防火キャンペーン
u時間・会場 午後0時30分～1時30分 平
塚駅北口、午後1時45分～2時45分 オリ
ンピック湘南

遠
藤
原
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場

と
下
水
上
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場

か
ら
採
水
し
た
放

流
水
な
ど
の
水
質

分
析
（
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
）
の
測
定

調
査
を
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
の
結

果
、
廃
棄
物
最
終

処
分
場
か
ら
出
る

放
流
水
は
、
国
の

水
質
排
出
基
準

（
一
　
あ
た
り
十

ピ
コ

）
を
下
回

っ
て
い
ま
す
。
こ

の
基
準
は
、
国
が

平
成
十
三
年
一
月

十
五
日
か
ら
既
設

処
分
場
の
維
持
管

理
基
準
と
し
て
、

適
用
し
て
い
る
も

の
で
す
。

あ
わ
せ
て
処
理
場
周
辺
の
井
戸
な

ど
で
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
水
質
調

査
も
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

水
質
環
境
基
準
（
一
　
あ
た
り
一
ピ

コ
　
）
を
下
回
り
ま
し
た
。

調
査
結
果
は
、
右
下
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
pg
（
ピ
コ
グ
ラ
ム
）＝
重
量
を
表
す

採　水　場　所� 調査結果� 水質基準値�

遠藤原　放流水　水処理設備処理水�
下水上　放流水　水処理設備処理水�
遠藤原　地下水　処分場周辺の井戸�
遠藤原　地下水　場内地下水�
遠藤原　水　路　処分場などからの排出水�
遠藤原　座禅川　水路との合流付近�
下水上　地下水　場内井戸�

0.0034�
0.022�
0.080�
0.16�
0.11�
0.11�
0.079�

�

10（排出基準）�
10（排出基準）�
1（環境基準）�
1（環境基準）�
1（環境基準）�
1（環境基準）�
1（環境基準）�

ダイオキシン類の調査結果�

リ
ッ
ト
ル

リ
ッ
ト
ル

グ
ラム

グ
ラム

市有地を一般競争入札で売却します。購入を

希望する方は、管財課（市役所西附属庁舎2階）や

公民館、駅前窓口センター（MNビル10階）などに

ある「申込書」に必要事項を記入し、2月25日（月）

までに直接、同課にお持ちください。

u受け付け時間 午前9時～正午、午後1時～5時

（土・日曜日、祝日は除く）

u売却物件 下表のとおり

u入札日時 2月28日（木）午前10時

u入札会場　教育会館

3,710万円�

5,910万円�

6,010万円�

4,690万円�

4,120万円�

�

見附町25番11

中原一丁目1335番�
2、7

岡崎字稲荷坂�
3468番3、12

出縄字元谷戸404番�

北金目字大久保�
1304番１�

1�

2�

3�

4�

5

※予定価格の目安となる参考価格を表示しています。�

188.02㎡�
（56.87坪）�

  　�
402.53㎡�

（121.76坪）�
  　�

711.30㎡�
（215.16坪）�

  　�
804.41㎡�

（243.33坪）�
  　�

682.65㎡�
（206.50坪）�

物件�
番号� 所在地（地番）�

�
面　積� 参考価格※�

一般競争入札物件（地目は宅地）�
�

緑化まつり（4月27日～29日、会場は
総合公園）で「市民花壇コンクール」
を開きます。仲間と一緒にすてきな
花壇をつくりませんか。
●対象 市内にお住まい、お勤め、通
学の3人以上のグループ
●募集数 10グループ（抽選）
●補助金 材料費50,000円まで
●花壇の大きさ 縦2m×横3m×高さ
20cm
お申し込みは、3月15日（金）までに、

みどり公園課（内線2591）へ。

市民花壇コンクールを開きます�

ふ
る
さ
と
の
姿
や
歴
史
を�

　
　
　
　 

未
来
に
伝
え
よ
う�

市制施行�
70周年�
おめでとう�

ダイオキシン類基準値下回る�ダイオキシン類基準値下回る�

市
制
施
行
七
十
周
年
を
記
念
す
る

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
、
三

百
十
一
点
の
中
か
ら
入
賞
作
品
が
決

ま
り
ま
し
た
。
小
学
生
か
ら
八
十
代

の
方
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
方
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
入
賞
者
、
作
品

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
最
優
秀
賞

出
縄
亜
矢
美
さ
ん

（
纒
）「
湘
南
の
風
　
夢
の
せ
て
ひ
ら

つ
か
」

▽
優
秀
賞

池
田
祥
子
さ
ん
（
土
屋
）

「
ひ
ら
つ
か
に
山
あ
り
海
あ
り
笑

顔
あ
り
」、
坂
間
礼
子
さ
ん（
上
吉
沢
）

「
人
も
自
然
も
伝
統
も
い
ま
輝
く
ひ

ら
つ
か
」、
石
井
一
男
さ
ん（
平
塚
二

丁
目
）「
宿
場
ま
ち
か
ら
文
化
の
ま
ち

へ
湘
南
ひ
ら
つ
か
自
然
も
ゆ
た
か
」

入
賞
作
品
は
、
記
念
事
業
の
イ
ベ

ン
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー

な
ど
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

記
念
式
典
へ
ど
う
ぞ

市
制
施
行
七
十
周
年
記
念
式
典
を

開
き
ま
す
。
先
人
の
業
績
を
振
り
返
り
、

新
た
な
発
展
に
向
け
踏
み
出
し
ま
す
。

▽
日
時

４
月
１
日（
月
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

▽
会
場

中
央
公
民
館

▽
内
容

式
典
、
記
念
ス
ラ
イ
ド

▽
定
員

200
人
（
先
着
順
）

▽
申
し
込
み
方
法

は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

総
務
課
「
記
念
式
典
」
係
（
〒
254
―

8686
浅
間
町
９
―
１
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
（
1

21
―
８
７
６
３
）
へ
。

相
模
川
、
七
夕
ま
つ
り
、
真
田
与
一

と
お
天
王
さ
ん
、
湘
南
遊
歩
道
路
と

箱
根
駅
伝
、
平
塚
市
美
術
館
、
湘
南

ベ
ル
マ
ー
レ

題
材
の
解
説
は

募
集
要
項
を
見
て
ね

四
十
五
題
材
の
解
説
や
応
募
方
法

を
掲
載
し
た
募
集
要
項
は
、
市
役
所

一
階
案
内
窓
口
や
公
民
館
な
ど
で
お

配
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
募
集
要
項

は
平
塚
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
あ
り
、
こ
ち
ら
か
ら
も
応
募
で

き
ま
す
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
一
面
題
字
右
横

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
「
ふ
る
さ
と
歴
史
か

る
た
」
は
十
月
に
完
成
の
予
定
で
す
。

◇
応
募
先

社
会
教
育
課
「
ふ
る
さ

と
歴
史
か
る
た
」
係
（
〒
254
―
8686
浅

間
町
９
―
１
、
6
34
―
５
５
２
２
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課

（
1
35
―
８
１
３
０
）
へ
。

ふ
る
さ
と
の
姿
や
歴
史
を�

　
　
　
　 

未
来
に
伝
え
よ
う�

市制施行�
70周年�
おめでとう�

ダイオキシン類基準値下回る�ダイオキシン類基準値下回る�

ふ
る
さ
と
の
姿
や
歴
史
を�

　
　
　
　 
未
来
に
伝
え
よ
う�

市制施行�
70周年�
おめでとう�

ダイオキシン類基準値下回る�ダイオキシン類基準値下回る�

※
単
位
は
pg
│
T
E
Q
／
L
で
す
。□問 管財課（内線2410）



３ 広報ひらつか　第713号（1日・15日発行） 暮 ら し

平塚市社会福祉チャリティーとして、総合体育館に新日本プロレス
がやってきます。白熱した試合をお楽しみください。u日時 3月9日
（土）午後6時30分開演　u会場 総合体育館　u前売り券 Ｓ席8,000円、
アリーナＡ席6,000円、2階指定Ａ席6,000円、2階指定Ｂ席4,000円　総
合公園管理事務所などで好評発売中

平塚市社会福祉チャリティー

新日本プロレスがやってくる
◇問い合わせ先　総合公園管理事務所（135－2233）

市
民
休
養
の
郷
「
ひ
ら
つ
か
天
城

山
荘
」
の
夏
休
み
期
間
中
（
七
月
二

十
日
〜
八
月
三
十
一
日
）
の
利
用
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
（
抽
選
）。

自
然
に
囲
ま
れ
た
天
城
山
荘
で
は
、

温
泉
、
テ
ニ
ス
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
、
ゴ
ル
フ
な
ど
の
ス
ポ
ー

友
好
都
市
・
岐
阜
県
高
山
市
へ
の

バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

高
山
ま
つ
り
は
、
日
本
三
大
美
祭

の
一
つ
と
言
わ
れ
、
十
二
台
の
屋
台

が
古
い
町
並
み
を
巡
り
、
三
台
の
か

ら
く
り
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
金
・
漆

工
芸
、
彫
刻
な
ど
が
施
さ
れ
た
豪
華

な
屋
台
、
か
ら
く
り
人
形
や
戻
し
車

の
仕
掛
け
に
は
、
飛
騨
の
匠

た
く
み

の
技
が

結
集
し
て
い
ま
す
。
夜
に
な
る
と
、

大
牧
温
泉
泊

・
14
日
　
越
中
富
山
薬
資
料
館
見
学

―
飛
騨
の
里（
歓
迎
式
典
）―
高
山
市

内
泊

・
15
日
　
昼
食
ま
で
自
由
行
動
―
午

後
８
時
平
塚
着

▽
定
員

35
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
料

四
万
九
千
円

▽
申
し
込
み
先

伊
豆
箱
根
ト
ラ
ベ

ル（
1
21
―
６
０
５
８
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
交
流
親
善
課

（
1
25
―
２
５
２
０
）
へ
。

ツ
、
陶
芸
な
ど
、
み
ん
な
で
遊
べ
る
施

設
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
の

思
い
出
作
り
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

▽
利
用
料
金（
例：

大
人
１
泊
２
食
、

諸
税
込
み
）

・
一
般
室
利
用
…
五
千
八
百
二
十
円

・
家
族
室
利
用
…
六
千
四
百
五
十
円

▽
申
し
込
み
方
法

三
月
十
五
日

（
金
）
ま
で
に
、往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
人
数
（
大
人
〈
中

学
生
以
上
〉、
子
ど
も
〈
小
学
生
〉、

幼
児
）、
宿
泊
日
（
○
月
○
日
か
ら
○

泊
○
日
間
）、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用

の
有
無
を
記
入
し
、
ひ
ら
つ
か
天
城

山
荘
へ

▽
申
し
込
み
先

「
ひ
ら
つ
か
天
城

山
荘
」
〒
410
―
3216
静
岡
県
田
方
郡
天

城
湯
ケ
島
町
上
船
原
1120
―
１
、
1
0558

―
87
―
１
０
５
０

▽
抽
選
結
果

４
月
中
旬
に
は
が
き

で
通
知
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
は
、
交
流
親
善
課

（
1
25
―
２
５
２
０
）
へ
。

レポーター
関　宏子さん

丹精こめて植えた花々が開くのが今から楽しみです
が、どんな苦労よりも緑道がいたずらされるのがとっ
ても悲しいと話してくださいました。みんなで自然を
大切にしましょう。

地球にやさしい作文活動報告コンテスト

地域の財産を護
まも

る纒緑道愛護会のみなさん

平
成
十
二
年
十
一
月
に
完
成
し

た
纒
緑
道（
ま
と
い
さ
ん
ぽ
み
ち
）。

こ
の
場
所
を
い
つ
も
美
し
く
保
っ

て
い
て
く
だ
さ
る
方
た
ち
が
い
ま

す
。
纒
と
長
持
自
治
会
の
約
七
十

人
の
纒
緑
道
愛
護
会
の
み
な
さ
ん

で
す
。
毎
月
第
二
土
曜
日
に
は
、

全
長
七
百
四
十
　
の
緑
道
を
清
掃

し
て
い
ま
す
。「
夏
の
草
取
り
や
秋

の
落
葉
掃
き
な
ど
苦
労
も
あ
る
が
、

植
木
を
抜
か
れ
た
り
、
さ
く
や
ト

イ
レ
を
壊
さ
れ
た
り
、
こ
の
緑
道

が
い
た
ず
ら
さ
れ
る
の
が
一
番
悲

し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

朝
、
昼
、
晩
、
緑
道
を
見
回
る
こ

と
を
日
課
と
し
て
い
る
石
井
さ
ん

の
日
記
は
メ
モ
で
ぎ
っ
し
り
。「
異

常
な
し
」
と
書
け
る
日
は
ほ
っ
と

す
る
そ
う
で
す
。

昨
年
、
緑
道
の
回
り
に
、
あ
や

め
や
菖
蒲

し
ょ
う
ぶ

、
し
ゃ
く
や
く
な
ど
を

植
え
ま
し
た
。
松
延
小
学
校
の
生

徒
た
ち
も
自
分
た
ち
で
育
て
た
花

を
お
年
寄
り
の
方
た
ち
と
一
緒
に

植
え
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
周
り

の
人
た
ち
も
、
緑
道
を
美
し
く
し

よ
う
と
自
分
で
育
て
た
花
を
植
え

た
り
清
掃
を
し
て
い
る
う
ち
に
地

域
の
垣
根
が
な
く
な
り
、
今
で
は

お
祭
り
も
一
緒
に
や
る
そ
う
で
す
。

会
長
の
松
浦
さ
ん
が
「
地
区
の
財

産
だ
し
、
地
域
で
い
た
だ
い
た
も

の
を
み
ん
な
で
大
事
に
す
る
活
動

を
通
じ
て
、
町
内
会
同
士
の
結
び

つ
き
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
四
季

折
々
の
美
し
さ
が
あ
る
こ
の
緑
道

が
、
み
な
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
な

る
よ
う
に
、
日
々
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
、
緑
道
で
は
梅
の
花
が
咲
き

始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
丹

精
こ
め
て
植
え
た
花
々
が
、
次
々

に
開
き
ま
す
。
春
に
は
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
が
た
く
さ
ん
咲
く
そ
う
で
す

か
ら
、
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
訪
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

ようこそ春の高山へ� ようこそ春の高山へ�

夏
休
み
は�

    

天
城
で
遊
ぼ
う�

広
報
ビ
デ
オ
貸
し
出
し
ま
す�

屋
台
に
ち
ょ
う
ち
ん
の
明
か
り
が
と

も
さ
れ
、
観
客
を
夢
の
世
界
へ
と
誘

い
ま
す
。
初
日
の
宿
、
大
牧
温
泉
は
、

船
で
し
か
行
け
な
い
山
の
中
に
あ
る

一
軒
宿
。
世
界
文
化
遺
産
の
白
川
郷

で
歴
史
と
自
然
を
満
喫
し
た
あ
と
、

秘
境
の
温
泉
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
程

４
月
13
日
（
土
）
〜
15
日

（
月
）

▽
コ
ー
ス

・
13
日
　
午
前
６
時
30
分
平
塚
発
―

白
川
郷
世
界
文
化
遺
産
合
掌
集
落
―

◇主なチケット販売所
■ベルマーレクラブショップ（大神）
■梅屋（本館1階）
■総合公園管理事務所 ■サクラ書店各店
■神奈中駅前サービスセンター

3月 9 日○土 平塚競技場
15：00～

湘南 vs 水戸

3月24日○日 平塚競技場
15：00～

湘南 vs 山形

感動のドラマは
平塚競技場で

◇座席・前売り料金

2,200円
1,700円
700円

※65歳以上の方はブロック席・サポーターズ席への入場は無料です。

市
が
制
作
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
放
送
し
た
「
広
報
ビ
デ
オ
」
が
図

書
館（
全
四
館
）で
借
り
ら
れ
ま
す
。

個
人
で
楽
し
む
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
活

動
な
ど
に
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
し
出
し
を
す
る
主
な
広
報
番
組

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
通
信

若
い
男
女

が
福
祉
、
防
災
、
環
境
な
ど
の
テ
ー

マ
に
挑
戦
す
る
番
組
で
す
。
妊
婦
体

験
、
酪
農
体
験
、
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験

な
ど
に
奮
闘
す
る
彼
ら
の
姿
を
見
て

大
切
な
何
か
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

▽
く
ら
し
と
市
役
所

公
共
施
設
の

上
手
な
利
用
方
法
や
引
越
し
の
と
き

の
各
種
手
続
き
、
介
護
保
険
制
度
の

案
内
な
ど
、
毎
日
の
く
ら
し
に
必
要

な
情
報
を
紹
介
し
た
番
組
で
す
。

▽
そ
の
ほ
か
の
企
画
ビ
デ
オ

「
未

来
を
予
言
し
た
作
家
・
村
井
弦
斎
」

「
Ｍ
Ｙ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
平
塚
」

な
ど
平
塚
な
ら
で
は
の
話
題
を
追
っ

た
番
組
で
す
。
新
た
な
発
見
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

※
図
書
館
で
借
り
ら
れ
る
広
報
ビ
デ

オ
の
一
覧
は
平
塚
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
一
面
題
字
右
横
参
照
）の

広
報
ひ
ら
つ
か
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
広
報
課
（
1

21
―
８
７
６
１
）
へ
。

ようこそ春の高山へ�

夏
休
み
は�

    

天
城
で
遊
ぼ
う�

広
報
ビ
デ
オ
貸
し
出
し
ま
す�

ようこそ春の高山へ�

夏
休
み
は�

    

天
城
で
遊
ぼ
う�

広
報
ビ
デ
オ
貸
し
出
し
ま
す�

日時 2月17日（日）
正午～午後3時

会場 平塚駅北口
中心商店街

湘南ベルマーレの監督、全選手、スタッフが登場して、フ
ァンのみなさんと楽しいひとときを過ごします。選手が参加
するステージ、チャリティオークション、景品つきパスポー
トラリー、模擬店など内容も盛りだくさん。みなさんの応援
は、選手たちの活躍の大きな力になります。あたたかいエー
ルを送ってくださいね。

□問 商業観光課（135－8107）

ようこそ春の高山へ�

夏
休
み
は�

    

天
城
で
遊
ぼ
う�

広
報
ビ
デ
オ
貸
し
出
し
ま
す�

◇申し込み　ひらつか天城山荘
※申し込みは4か月前から受け付け
・電　話　0558－87－1050
・ＦＡＸ　0558－87－0557
・住　所　〒410－3216静岡県田方郡
天城湯ケ島町上船原1120－1

・1泊2食諸税込み、大人5,820円・子ど
も5,140円（一般室）から

×印 満室　△印 早めに申し込みを　○印 まだ余裕がある　休印 休館日（平成14年2月1日現在）
16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
土 日 月 火 水 祝 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
× △ △ △ △ × × × × × △ × × × × ○　

3

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
△ × △ × × × × × × × × △ △ × ×

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 祝 火
○ ○ ○ △ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × △ △

4

月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
○ △ ○ ○ ○ × ○ 休 休 休 ○ △ △ △ △

※日帰りで利用できる露天風呂やテニスコートもあります。

メ
ー
ト
ル

新
た
な
戦
力
で
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

ブロック席
サポーターズ席
ユース席
（小中学生・高校生対象）



完
全
学
校
週
五
日
制
で
土
曜
日
が
休

み
に
な
っ
た
分
、
小
中
学
校
の
授
業
時

間
は
こ
れ
ま
で
よ
り
、
年
間
で
七
十
時

間
（
週
あ
た
り
二
時
間
）
少
な
く
な
り

ま
す
。

す
べ
て
の
子
ど
も
が
共
通
に
学
ぶ
内

容
は
、
社
会
で
生
活
す
る
う
え
で
必
要

な
基
礎
的
・
基
本
的
な
も
の
に
厳
選
す

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
一
人
一
人
の
興

味
や
関
心
な
ど
に
応
じ
て
選
択
で
き
る

幅
を
広
げ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
ゆ
と

り
の
中
で
じ
っ
く
り
学
習
し
、
基
礎
・

基
本
を
確
実
に
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
す
。

教
科
な
ど
で
学
ん
だ
知
識
を
用
い
て
、

自
ら
課
題
を
発
見
し
、
自
ら
学
び
、
自

ら
考
え
る
力
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
、「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
（
一
面
参
照
）。

質
　
問

完
全
学
校
週
五
日
制
に
な
る

と
子
ど
も
た
ち
の
生
活
が
不
規
則
に
な

っ
た
り
、
塾
通
い
が
増
え
た
り
す
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え

完
全
学
校
週
五
日
制
は
、
子

ど
も
た
ち
が
土
・
日
曜
日
を
利
用
し
て
、

家
庭
や
地
域
社
会
の
中
で
生
活
体
験
や

自
然
体
験
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
経
験
を
す
る

こ
と
で
、
望
ま
し
い
人
間
形
成
を
図
る

た
め
の
も
の
で
す
。
受
験
勉
強
だ
け
を

し
た
り
、
何
も
し
な
か
っ
た
り
す
る
の

で
は
、
こ
の
趣
旨
が
生
か
さ
れ
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
場
は
、
学
校
や

塾
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
や
地

域
、
塾
関
係
者
な
ど
も
学
校
週
五
日
制

の
趣
旨
を
理
解
し
、
子
ど
も
た
ち
が
豊

か
な
体
験
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
大

人
た
ち
が
協
力
し
て
対
応
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

質
　
問

学
校
で
教
え
る
内
容
が
今
ま

で
よ
り
三
割
減
る
そ
う
で
す
が
、
子
ど

も
の
学
力
が
低
下
し
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、

学
校
で
共
通
に
学
ぶ
量
は
、
今
ま
で
に

比
べ
て
減
り
ま
す
が
、
子
ど
も
自
身
が

選
択
し
て
学
習
で
き
る
幅
は
、
拡
大
さ

れ
て
い
て
、
子
ど
も
の
特
性
な
ど
に
応

じ
た
学
習
が
活
発
に
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

教
育
内
容
の
厳
選
に
よ
っ
て
、
子
ど

も
は
ゆ
と
り
の
中
で
、
読
み
・
書
き
・

算
数
な
ど
の
基
礎
・
基
本
を
し
っ
か
り

習
得
し
、
学
ぶ
意
欲
や
学
び
方
、
知
的

好
奇
心
・
探
求
心
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、

子
ど
も
の
学
力
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

百
円
の
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す
（
第
二

･
四
土
曜
日
は
高
校
生
も
無
料
で
す
）。

1
33
―
５
１
１
１
、
月
曜
　

日
と
2
月
28
日
は
休
館

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム「
星
の
虹〈
ス
ペ
ク

ト
ル
〉」

宇
宙
を
調
べ
る
重
要
な
情
報
が
含
ま

れ
て
い
る
星
の
虹〈
ス
ペ
ク
ト
ル
〉を
テ

ー
マ
に
星
空
を
解
説
し
ま
す
。

▽
投
影
日

4
月
7
日（
日
）ま
で
の
土

・
日
曜
日
、
午
前
11
時
か
ら
と
午
後
2

時
か
ら

※
高
校
生
以
上
は
百
円
の
観
覧
料
が
か

か
り
ま
す
。

◆
寄
贈
品
コ
ー
ナ
ー
「
雛ひ

な

に
込
め
ら
れ

た
祈
り
」

節
供
人
形
の
展
示
を
通
し
、
人
形
に

込
め
ら
れ
た
人
々
の
思
い
を
探
り
ま
す
。

▽
期
間

2
月
27
日（
水
）ま
で

▽
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

市
内
の
小
中
学
校
に
通
う
子
ど
も
の

数
の
推
移
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
市

内
に
は
、
現
在
二
十
八
の
小
学
校
（
全

四
百
八
十
ク
ラ
ス
）と
十
五
の
中
学
校

（
全
二
百
二
十
ク
ラ
ス
）が
あ
り
ま
す
。

数
値
は
い
ず
れ
も
五
月
一
日
現
在
で
す
。

小
中
学
校
の

子
ど
も
の
数
は

完
全
学
校
週
五
日
制
が
始
ま
る
と
、

今
ま
で
以
上
に
地
域
の
活
動
の
中
で
子

ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
こ
と
を
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
塚
市
で
は
、
地
域
社
会
の
中
で
子

ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く

も
う
と
「
地
域
教
育
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
（
地
域
に
よ
っ
て
は
青
少
年
を

育
て
る
会
、
青
少
年
を
守
る
会
な
ど
）」

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

同
協
議
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地

域
活
動
に
主
体
的
に
参
加
で
き
、
地
域

社
会
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
と
交
流

し
、
豊
富
な
生
活
体
験
、
社
会
体
験
、

自
然
体
験
を
積
み
重
ね
ら
れ
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆
市
内
各
中
学
校
区
ご
と
に
協
議
会
　
　

地
域
教
育
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

は
、
各
中
学
校
区
（
全
十
五
）
ご
と
に

次
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

▽
自
治
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
青
少

年
指
導
員
、
防
犯
協
会
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
子
ど
も
会
育
成
委
員
、
交

通
安
全
協
会
、
公
民
館
、
体
育
振
興
会
、

各
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
、
小
中
学
校
、

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

福
祉
施
設
の
訪
問
や
、
地
域
清
掃
活

動
、
手
話
教
室
の
開
催
な
ど
を
通
し
て

高
齢
者
を
い
た
わ
る
気
持
ち
を
培
っ
た

り
、
身
近
な
社
会
に
か
か
わ
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ん
だ
り
し
ま
す
。

▽
交
流
活
動

中
学
生
職
業
体
験
学
習
、
小
中
交
流

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
在
日
外
国
人
と
の

ふ
れ
あ
い
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
間
の

交
流
、
異
な
る
世
代
間
の
交
流
、
障
害

者
と
の
交
流
、
国
際
交
流
な
ど
多
様
な

交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。

▽
自
然
体
験
活
動

農
作
業
体
験
、
野
外
活
動
や
環
境
保

全
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

を
豊
か
な
自
然
に
触
れ
さ
せ
、
自
然
に

対
す
る
理
解
や
愛
情
を
育
て
て
い
ま
す
。

完
全
学
校
週
五
日
制
の
ス
タ
ー
ト
に

先
が
け
、
昨
年
四
月
か
ら
中
学
生
以
下

の
美
術
館
企
画
展
・
常
設
展
の
観
覧
料

と
博
物
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
観
覧
料

が
無
料
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
豊
か
な
時

間
を
過
ご
し
た
り
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
美
術
館
や
博

物
館
。
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
館
で
は
、

次
の
よ
う
な
催
し
を
開
い
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
休
館
日

は
今
月
の
も
の
で
す
）。

1
35
―
２
１
１
１
、
２
月

18
日
・
25
日
は
休
館

◆
企
画
展「
開
館
10
周
年
記
念
／
日
本

画
の
巨
匠
　
安
田
靫
彦
展
」

安
田
靫
彦
の「
歴
史
画
家
」と
し
て
の

側
面
に
焦
点
を
あ
て
た
企
画
展
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
魅
力
あ
る
歴
史
画
を
ど

う
ぞ
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
期
間

３
月
24
日（
日
）ま
で

▽
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

50
分（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
一
般
は
八
百
円
、大
学
生
･
高
校
生
は

六
百
円
の
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す
（
第

二
･
四
土
曜
日
は
高
校
生
も
無
料
で
す
）。

◆
第
３
回
常
設
展

鈴
木
至
夫
、
柴
田
周
一
、
大
島
哲
以
、

二
見
利
節
、
井
上
三
綱
、
三
岸
節
子
、

平
賀
敬
、
ヴ
ン
ダ
ー
リ
ッ
ヒ
な
ど
、
近

年
収
蔵
さ
れ
た
作
品
約
百
点
を
ま
と
め

て
公
開
し
て
い
ま
す
。

▽
期
間

５
月
26
日（
日
）ま
で

▽
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

50
分（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
一
般
は
二
百
円
、大
学
生
･
高
校
生
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
会
な
ど

◆
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い

ま
す地

域
教
育
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

で
は
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
次
の

よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
繰
り
広
げ

て
い
ま
す
。

▽
地
域
ぐ
る
み
の
活
動

各
地
域
に
残
る
年
中
行
事
や
祭
り
、

伝
統
芸
能
の
継
承
・
復
活
な
ど
を
図
っ

て
い
ま
す
。
公
民
館
な
ど
で
開
催
し
た

郷
土
か
る
た
大
会
は
、
今
年
も
大
勢
の

参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

☆
食
事
は
家
族
そ
ろ
っ
て
…
家
族
そ
ろ

っ
て
夕
食
を
と
る
な
ど
、
だ
ん
ら
ん
の

場
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
何
で
も
家
族
み

ん
な
で
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す

☆
友
達
っ
て
い
い
ね
…
子
ど
も
の
生
活

は
友
達
が
い
る
こ
と
で
、
一
層
楽
し
く

な
り
ま
す
。
友
達
づ
き
あ
い
の
楽
し
さ

を
家
族
か
ら
も
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う

☆
先
回
り
し
な
い
で
…
子
ど
も
の
言
葉

や
行
動
を
待
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
自

分
の
良
さ
を
発
見
で
き
る
よ
う
、
じ
っ

く
り
見
守
り
、
子
ど
も
が
考
え
ら
れ
る

よ
う
な
助
言
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

☆
主
体
性
を
伸
ば
そ
う
…
例
え
ば
、
け

ん
か
を
し
た
と
き「
あ
や
ま
り
な
さ
い
」

と
言
う
よ
り
も
「
ど
う
し
て
け
ん
か
を

し
た
の
」
と
自
ら
考
え
判
断
さ
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

☆「
ち
ょ
っ
と
い
い
と
こ
ろ
」を
ほ
め
て

…
子
ど
も
は
兄
弟
・
姉
妹
と
の
比
較
を

嫌
が
り
ま
す
。
そ
の
子
な
り
の
良
さ
を

見
つ
け
、「
ち
ょ
っ
と
い
い
と
こ
ろ
」を

ほ
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

四
月
か
ら
新
た
に
小
・
中
学
生
に
な

る
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭
へ
一
月
下
旬

に
入
学
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

ま
だ
通
知
書
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
記

載
事
項
に
誤
り
が
あ
っ
た
り
し
た
と
き

は
、
学
務
課（
1
35
―
８
１
１
８
）へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
対
象

新
小
学
校
１
年
生
（
平
成
7

年
4
月
2
日
〜
8
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）、

新
中
学
校
１
年
生
（
平
成
元
年
4
月
2

日
〜
平
成
2
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

外
国
籍
で
市
内
の
小
・
中
学
校
に
入

学
を
希
望
す
る
方
や
、
国
立
・
私
立
の

学
校
に
入
学
を
希
望
す
る
方
（
入
学
す

る
学
校
の
承
諾
書
を
持
参
）は
、
学
務

課（
豊
原
分
庁
舎
一
号
館
一
階
）へ
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
生
が
い
る
家
庭
で
義
務
教

育
費
の
支
払
い
に
お
困
り
の
方
（
市
民

税
非
課
税
世
帯
な
ど
）に
、
そ
の
一
部

を
援
助
し
て
い
ま
す
。
援
助
の
対
象
と

な
る
の
は
、
学
用
品
、
通
学
用
品
、
遠

足
や
修
学
旅
行
の
参
加
費
、
給
食
費
な

ど
で
す
。

現
在
、
援
助
を
受
け
て
い
る
方
も
、

四
月
か
ら
引
き
続
き
援
助
を
希
望
す
る

場
合
に
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
学
務
課（
1
35

―
８
１
１
８
）へ
。

赤
ち
ゃ
ん
は
、言
葉
が
な
く
て
も
泣
い
た
り
、

笑
っ
た
り
、
喃な

ん

語
で
ム
ニ
ャ
ム
ニ
ャ
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
、
指
さ
し
し
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な

サ
イ
ン
で
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
「
赤
ち
ゃ
ん
は
、
今
何
を
言
お

う
と
し
て
い
る
の
か
な
？
」
と
い
う
気
持
ち
を

持
っ
て
接
し
て
い
る
と
、
何
か
伝
わ
っ
て
く
る

も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
心
の
通
い
合

い
が
、
言
葉
の
初
め
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
て
い
る
と
、
母
親
を
は
じ

め
、
周
り
に
い
る
大
人
は
、
大
抵
の
場
合
「
お

な
か
が
す
い
た
の
ね
」「
お
む
つ
が
ぬ
れ
た
の

ね
」
…
と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
身
に
な
っ
て
対
応
し

ま
す
。
泣
い
た
り
、
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
相
手

に
対
し
て
、
自
分
の
要
求
や
気
持
ち
を
伝
え
よ

う
と
し
て
い
る
。
そ
ん
な
赤
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち

を
親
身
に
受
け
止
め
て
く
れ
る
人
の
存
在
が
身

近
に
あ
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
も
の
に
な
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
う
ち
赤
ち
ゃ
ん
は
、
自
分
の

気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
、
甘
え
た
よ
う
に
泣
い

た
り
、
怒
っ
た
よ
う
に
泣
い
た
り
と
い
ろ
い
ろ

な
泣
き
方
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
だ
れ
も
受
け
止
め
て
く
れ
な
い
と

し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
赤
ち
ゃ
ん
は
、
泣

き
方
を
変
え
る
こ
と
も
な
く
、
そ
の
う
ち
泣
く

こ
と
す
ら
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

こ
の
こ
と
は
、
親
身
に
受
け
止
め
て
く
れ
た

り
、
話
を
聞
い
て
く
れ
た
り
す
る
人
が
身
近
に

い
る
こ
と
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

発
達
の
た
め
に
は
、
と
て
も
大
切
で
あ
る
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

◆
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー（
崇
善
小
学
校

北
側
1
36
―

６
０
１
３
）

５ 広報ひらつか　第713号（1日・15日発行） 完全学校週5日制

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

あ
な
た
の
声
を
生
か
し
ま
す

▼
市
長
へ
の
手
紙
　
郵
送
料
市
負
担
の
手
紙
。
公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

▼
な
で
し
こ
フ
ァ
ク
ス
　
送
信
料
市
負
担
の
フ
ァ
ク
ス
。
番
号
は

０
１
２
０
―
７
０
４
５
８
９

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
情
報
・
相
談
課
（
1
21
―

８
７
６
４
） な

で

し

こ

フ

ァ

ク

ス

言
葉
の
芽
生
え

平塚市役所　電話23-1111・35-1111
平成14年2月15日　４

健康相談
（保健センター）

療育相談室
（福祉事業センター）

子育て支援センター
（豊田分庁舎）

市民相談室
（市役所１階）

121－8764

◇高年齢者職業 ２月19日

（火）、３月５日（火）・12日

（火）９時～12時

◇許認可各種届出 ２月26日

（火）13時～16時

◇外国籍市民 スペイン語は

毎月第１・３水曜日、ポル

トガル語は毎月第２・４水

曜日９時～12時

◇一般市民 毎週月～金曜日

８時30分～17時

保健福祉総合相談
（市役所１階）

121－8779
1・FAX34－9076

青少年相談室
（市民センター２階）

134－7311

子ども教育相談センター
（崇善小学校北側）

136－6013

◇来所・電話 毎週月～金曜

日８時30分～17時

◇法律（予約制）３月14日（木）

13時30分～15時30分

◇生活支援・ボランティア 毎週

月～金曜日８時30分～17時

◇母子 毎週月～金曜日９時

～16時

◇家庭児童 毎週月～金曜日

◇青少年相談　

毎週月～土曜日10時～18時

30分

◇ヤングテレホン133－7830
みみでなやみなし

（青少年専用ダイヤル）

毎週月～土曜日10時～18

時30分

1・FAX32－2738

◇来所 毎週月～金曜日10時

～17時

◇電話 毎週月～土曜日９時

～17時（第2・4土曜日は除く）

134－0311

福祉会館

133－2333

９時～16時

◇婦人（予約制）３月14日（木）

10時～15時

◇子どもの発達・発育の相談

毎週月・水・金曜日10時～15

時（来所相談は予約制）

◇子育ての相談・情報提供

月・火・水・金曜日10時～

15時（第３月曜日午前のみ）

◇電話 毎週月～金曜日10時

～16時

◇育児相談（来所） 毎週水曜

日９時30分～10時30分

◇労働（勤労者・事業主対象）

３月14日（木）13時～16時

◇人権 ２月19日（火）、３月

５日（火）13時～16時

◇行政 ３月５日（火）13時～

16時

◇一般法律（予約制） 毎週水

曜日・毎月第４木曜日13時

～16時

◇登記・供託・測量 ３月８日

（金）13時～16時

◇住宅（新・改築） ２月19日

（火）13時～16時

◇発明・考案・特許 ３月11日

（月）10時～15時

◇下請け取り引き ２月21日

（木）13時30分～16時

◇年金・社会保険・労災 ３月

12日（火）13時～16時

◇消費生活 毎週金曜日９時

～16時

◇手話案内 毎週金曜日９時

～12時30分

◇建築設計・耐震・バリアフリー

２月18日（月）13時～16時

小学生から一般の方まで、多数参加するハーフマラソン大会です。5kmの部に
は、平塚出身のトップランナー小幡佳代子さんも出場します。当日は、午前9時
から11時まで周辺道路の交通規制をします。ご協力をお願いします。
u日時 2月17日（日）午前9時スタート　u会場 平塚競技場とその周辺道路

第1回

湘南ひらつかハーフマラソン大会
◇問い合わせ先　スポーツ課（131-3060）

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

フ
ァ
ミ
リ
ー
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ

は
、
国
際
規
格
の
環
境
管
理

シ
ス
テ
ム
Ｉ
Ｓ
Ｏ
一
四
○
○

一
に
準
じ
て
市
が
作
っ
た
制

度
で
す
。
十
項
目
以
上
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
メ
ニ
ュ
ー
に
六
か

月
間
取
り
組
む
と
認
定
証
が

も
ら
え
ま
す
。

◆
虹
ケ
浜
西
部
自
治
会
の
百

六
十
七
世
帯
が
挑
戦

虹
ケ
浜
西
部
自
治
会
で
は
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を

も
と
に
独
自
の
ル
ー
ル
を
作

り
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
百
六
十

七
世
帯
の
み
な
さ
ん
で
す
。

自
治
会
が
選
ん
だ
チ
ャ
レ
ン

ジ
メ
ニ
ュ
ー
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
節
約
な
ど
十
五
項
目
で
、

自
治
会
専
用
の
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
に
自
分
で
評
価
す
る
方

法
を
と
り
ま
し
た
。

◆
ゲ
ー
ム
感
覚
で
自
己
採
点
　

「
と
て
も
よ
く
で
き
た
」
か

ら「
で
き
な
か
っ
た
」ま
で
の

五
段
階
の
評
価
項
目
を
毎
月

二
回
、チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
か
ん
、
び
ん
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
決
め

ら
れ
た
と
お
り
、分
別
し
て
、

指
定
の
収
集
日
に
出
す
」
と

い
う
項
目
で
は
、
ほ
と
ん
ど

の
世
帯
が
「
と
て
も
よ
く
で

き
た
」と
評
価
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、「
買
い
物
に
は
マ
イ

バ
ッ
ク
（
自
分
の
買
い
物
袋
）

を
持
っ
て
い
く
」
と
い
う
項

目
は
、
半
数
以
上
の
方
が「
あ

ま
り
で
き
な
か
っ
た
」か「
で

き
な
か
っ
た
」と
評
価
す
る

な
ど
、
今
後
の
課
題
も
見
つ

か
り
ま
し
た
。

◆
参
加
者
の
声

・
今
ま
で
以
上
に
環
境
意
識

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た

・
水
道
や
電
気
な
ど
の
無
駄

が
多
い
こ
と
に
気
が
付
き
ま

し
た

・
年
配
の
方
は
当
然
の
こ
と

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

思
い
ま
し
た

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
環
境
Ｉ
Ｓ

Ｏ
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
公

民
館
な
ど
で
お
配
り
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の

家
庭
で
も
挑
戦
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
政

策
課
（
内
線
２
２
６
６
）

自
治
会
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
挑
戦

労働相談
（勤労会館）

132－3355

今
年
四
月
に
市
内
の
小
学
校
に
入
学
す
る
新
一
年
生
は
、

お
よ
そ
二
千
三
百
人
で
す
。

み
な
さ
ん
は
、
一
日
の
中
で
子
ど
も
と
過
ご
す
時
間
は
ど

れ
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。
自
分
の
子
ど
も
時
代
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
話
を
す
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
機

会
に
家
族
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。 4月から

完全学校週5日制教科書のない土曜日。

学
校
の
授
業
は

ど
う
変
わ
る
？

地
域
の
力
が
大
切
で
す

活
動
し
て
い
ま
す
。
地
域
教
育
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
う
す
ぐ
一
年
生
だ
ね

こ
の
春
、
二
千
三
百
人
の
小
学
校
一
年
生
が
誕
生

観
覧
無
料
で
す

中
学
生
以
下
は

授
業
時
間
が
減
り
ま
す

ゆ
と
り
の
中
で
じ
っ
く
り
学
習

総
合
的
な
学
習
の
時
間
が
ス
タ
ー
ト

完全学校
週5日制

Ｑ＆Ａ

■子どもが自分で課題を見つけ、
自ら学び、自ら考え、主体的に
判断し、行動し、よりよく問題
を解決する能力
■自らを律しつつ、他人と協調
し、他人を思いやる心や感動す
る心など豊かな人間性とたくま
しく生きるための健康と体力

生きる力とは

プラネ
タリウ

ム
企画展

･常設
展美

術
館

博
物
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博
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入
学
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
し
た

義
務
教
育
費
を

援
助
し
ま
す

四
月
か
ら
、
毎
週
土
曜
日
に
学
校
が
休
み
に
な
る
「
完
全
学
校

週
五
日
制
」
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
学

校
以
外
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
、
家
庭
や
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
や
活
動
を
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

土
曜
日
が
休
み
に
な
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
時
間
は

年
中
無
休
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
体
験
を
す
る
た
め
に
、

わ
た
し
た
ち
は
、
何
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
今
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
互
い
に
協
力
し
、
一
人
一
人
の
子
ど

も
た
ち
に
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

金旭学区教育力ネットワーク協議会が開いた「大山ナイトハイク」。
地域の大人と約100人の子どもたちが会話を楽しみながら一緒に山を登りました。



元気のもとは健康づくりから�
食生活改善推進員と健康推進員の養成講座を開きます�

元気のもとは健康づくりから�
食生活改善推進員と健康推進員の養成講座を開きます�

四
時
三
十
分
ま
で
に
電
話
で
同

科
（
1
32
ー
０
０
１
５
内
線
２

２
１
８
）へ
。

「
運
動
の
仕
組
み
を
知
っ
て
、

効
率
の
良
い
運
動
を
し
よ
う
」

で
す
。
血
糖
測
定
、
血
圧
測
定

を
し
ま
す
。

▽
日
時

３
月
２
日（
土
）午
後

２
時
〜
３
時
30
分

▽
会
場

平
塚
共
済
病
院

お
申
し
込
み
は
、
平
塚
共
済

病
院
医
事
課（
1
32
ー
１
９
５

０
内
線
２
１
０
）へ
。

岡
崎
福
祉
会
の
運
営
す
る
身

体
障
害
者
ケ
ア
付
き
住
宅（
長

持
）の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
入
居
資
格

①
市
内
に
１
年

以
上
お
住
ま
い
②
入
浴
、
炊
事
、

衣
服
の
着
脱
な
ど
に
一
部
介
助

が
必
要
と
す
る
程
度
の
重
度
の

身
体
障
害
が
あ
る（
常
に
医
療

的
な
介
助
が
必
要
な
方
は
除
き

ま
す
）

▽
家
賃

二
万
七
千
円
（
1
か

月
）
※
食
費
、
光
熱
費
な
ど
は

入
居
者
の
負
担
で
す

▽
間
取
り

木
造
平
屋
建
て
、

災
害
時
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か（
参
加
自
由
）。

▽
日
時

３
月
16
日（
土
）午
後

１
時
30
分
開
演

▽
会
場

平
塚
中
央
郵
便
局

▽
講
演

「
神
戸
で
の
体
験
か

ら
」
／
宮
城
孝
さ
ん
（
法
政
大

学
助
教
授
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
1
33
ー
２

３
３
３
）へ
。

内
容
は「
予
防
が
ポ
イ
ン
ト
、

骨
粗
し
ょ
う
症
」
で
す
。

▽
日
時

３
月
５
日（
火
）午
後

３
時
30
分
〜
５
時

▽
会
場

市
民
病
院

▽
定
員

80
人

お
申
し
込
み
は
、
市
民
病
院

婦
人
科
外
来（
北
棟
二
階
）に
直

接
予
約
す
る
か
、
午
後
二
時
〜

障
害
福
祉
の
事
業
に
は
、
身

体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障

害
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
市
が

扱
っ
て
い
る
の
は
、
身
体
障
害

と
知
的
障
害
で
す
。
四
月
か
ら

こ
れ
に
加
え
、
県
の
保
健
福
祉

事
務
所
が
中
心
に
担
当
し
て
い

た
精
神
障
害
の
福
祉
事
業
も
市

が
受
け
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
で
、
身
近
な
き

め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

め
ざ
し
ま
す
。
市
で
障
害
福
祉

全
般
を
担
当
す
る
の
は
、
障
害

福
祉
課
（
市
役
所
1
階
⑱
番
窓

口
）で
す
。

平成14年2月15日　６
平塚市役所　電話23-1111・35-1111

市では、平成15年度に地域福祉計画を策定します。この一環として、花水地区を
モデルに福祉コミュニティづくりを実施しています。この経過などをもとに地域福
祉のあり方を考える、地域福祉推進会議を傍聴しませんか。u日時 2月19日（火）
午後1時30分～3時30分　u会場 教育会館　u定員 10人（先着順）

福祉のコミュニティづくりを考えよう

地域福祉推進会議
◇申し込み先　福祉政策課（内線2151）

Q社会福祉基金
地域福祉やボランティアの助成などに使われます。お
問い合わせは、社会福祉協議会（133－2333）へ。
磯崎輝夫2,000円、ユーナー湘南ヘアー研究グループ89,137
円、老人クラブさくら会 5,000円、ボランティア推進コ
ンサート委員会 138,000円、明るい社会づくり運動湘南
協議会かもめサークル35,740円、湘南教育情報センター
30,000円、日本人形すみれ会5,000円、高村しらゆりグル
ープ9,450円、パール美容室39,025円、県立平塚高等職業
技術校18,075円、錦町公園愛護会7,347円、平塚市肢体障
害者福祉協会3,505円、アルシオン50,000円、県立平塚工
業高等学校平工祭実行委員会54,560円、本門仏立宗上行
寺50,000円、日本競輪選手会神奈川支部平塚地区232,400
円、岩崎修10,000円、平木敏勝10,000円、湘南通信電設
24,384円、杉山忠治10,000円、コーラス・さくら会13,000
円、豊かな心を育む市民の会65,000円、鈴木内科外科医
院10,242円、川口節子5,000円、成田昇10,000円、ふじみ
野自治会10,000円、有賀商会募金箱20,742円、平塚ハリ
ストス正教会 50,000円、平塚カトリック教会 30,000円、
平塚友の会15,000円、高本努100,000円、高本医院5,260円、
神奈川県生命保険協会湘南ブロック会 400,000円、平塚
ステーションビル名店会150,000円、田代四海子20,000円、
神明中学校7,809円、升水光夫100,000円、歌謡教室シン
ガー生徒一同70,667円、平塚市ビルメンテナンス業協同
組合300,000円、平塚市青少年会館1,000円、パンの花すみ
れ会30,000円、藤本会計事務所一同10,000円、神奈川県
農業総合研究所収穫祭実行委員会 18,315円、稲村成浩
200,000円、濱口高彰200,000円、岡部芳幸200,000円、�
木隆弘200,000円、児玉広志200,000円、小橋正義200,000
円、神山雄一郎200,000円、山田祐仁200,000円、伏見俊
昭400,000円、匿名（10件）213,527円

Q児童福祉へ u河内地蔵のおさい銭 15,023円、匿名
（1件）1,000円

Q老人福祉へ Q障害福祉へ
小林正男50,000円　　　 坪井光男51,349円

Q交通遺児へ 平塚バプテスト教会10,000円、イフコレ
ンタカー20,627円、匿名（1件）5,000円

P文化振興基金 芸術文化事業の実施や市民の創造的
な文化活動の助成などに使われます。お問い合わせは、
文化行政推進室（132－2235市民センター内）へ。
u湘南ひらつか第九のつどい募金箱 1,000円、同実行委
員会5,000円

Rみどり基金 緑化団体などの助成に使われます。お問
い合わせは、みどり公園課（内線2591）へ。
u茶道裏千家淡交会湘南支部50,000円、フリーマーケッ
ト出店者一同22,618円

……………………以上１2月受け付け分…………………

献血ありがとう～1月の献血実施協力事業所
u東海大学湘南校舎、古河電気工業

精
神
障
害
の
主
な
福
祉
業
務

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
施

設
、
居
宅
生
活
支
援
事
業
、
社

会
適
応
訓
練
事
業
に
関
す
る
相

談
・
助
言
と
利
用
の
あ
っ
せ
ん
、

調
整
な
ど

②
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
申
請
受
け
付
け

③
通
院
医
療
費
公
費
負
担
の
申

請
受
け
付
け

④
精
神
障
害
者
居
宅
生
活
支
援

事
業お

問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
福

祉
課（
1
21
ー
８
７
７
４
）へ
。

▽
対
象

市
内
に
お
住
ま
い
で

高
齢
者
を
在
宅
介
護
し
て
い
る

（
過
去
に
し
て
い
た
）、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
資
格
を
取
得
し
た
方

▽
助
成
額

研
修
の
受
講
料
の

う
ち
教
材
費
、
保
険
料
お
よ
び

施
設
実
習
に
か
か
る
謝
礼
な
ど

の
実
費
を
除
い
た
金
額（
１
年

に
１
回
、
三
万
円
を
限
度
）

▽
必
要
書
類

①
研
修
内
容
が

確
認
で
き
る
書
類
②
研
修
修
了

証
明
書
③
受
講
料
の
領
収
書

▽
申
請
方
法

研
修
修
了
30
日

以
内（
３
月
ま
で
は
、
13
年
４

月
１
日
以
降
に
受
講
し
た
方
も

含
む
）に
、
高
齢
福
祉
・
介
護

保
険
課（
内
線
２
２
１
１
）へ

休
日
・
夜
間
急
患
診
療
所（
中

里
）で
外
来
患
者
の
看
護
業
務

を
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象

看
護
婦（
士
）の
資
格

が
あ
る
方（
内
科
、
小
児
科
、
外

科
の
経
験
者
）、
1
人

面
接
日
な
ど
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
平
塚
市
医
師
会
（
1
31

ー
０
８
１
４
）へ
。

１
Ｄ
Ｋ
、
ふ
ろ
、
ト
イ
レ
専
用

▽
募
集
人
数

１
人（
選
考
）

▽
締
め
切
り

２
月
26
日（
火
）

お
申
し
込
み
は
、
障
害
福
祉

課（
1
21
ー
８
７
７
４
）へ
。

高
齢
者
な
ど
を
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
方
が
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
の
資
格
を
取
得
し
た
場
合
、

受
講
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

糖
尿
病
教
室
で
す

休
日
・
夜
間
急
患
診
療
所
の

看
護
婦（
士
）を
募
集

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

資
格
取
得
に
助
成

女
性
の
た
め
の
健
康
講
座

☆あなたの血圧大丈夫？「高血圧」（専門医の話・血圧測定）

u日時 3月20日（水）午後1時30分～2時30分

u会場 勤労会館

★おいしく食べよううす味健康食（調理実習と栄養士の話）

高血圧を過信してはいけません。健康な生活を続けていく

ために、ご参加ください。

u日時 3月6日（水）午前10時～午後2時

u会場 中央公民館　　　u持ち物 エプロン、三角布

☆楽しくウォーキング（生活習慣病と腰痛・肩こり予防）

u日時 3月25日（月）午後1時30分～3時　

u会場 保健センター　　u持ち物 運動服、運動靴

★運動実習とカルシウムたっぷりの調理実習と話

u日時 3月13日（水）午前10時～午後3時

u会場 保健センター

い き い き 健 康 教 室

ヘ ル シ ー 体 験 教 室

骨 粗 し ょ う 症 予 防 教 室

ヘルスアップ相談（予約制）

健康管理、生活習慣病などについて

保健婦と栄養士がお答えします。

u日時 ３月12日（火）午前9時30分～11

時、３月26日（火）午後1時～3時

u会場・申し込み先 保健センター

（134ー0311）

★の教室のお申し込みは、往復はがきに教室名、住所、氏名、年齢、電話
番号を記入し保健センター（〒254ー0054中里34ー17）へ。
☆の教室のお申し込みは、電話で保健センター（134ー0311）へ。

精
神
障
害

精
神
障
害
の
福
祉
福
祉
サ
ー
ビ
ス�

市
が
受
け
付
け
ま
す�

精
神
障
害
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス�

市
が
受
け
付
け
ま
す�

4月�
スタート�

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
所

得
税
の
確
定
申
告
の
と
き
に

「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し
て

所
得
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

控
除
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、

平
成
十
三
年
一
月
か
ら
十
二
月

ま
で
の
間
に
納
め
た
次
の
保
険

料
で
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま

し
ょ
う
。

・
本
人
、
家
族
の
た
め
に
納
め

た
保
険
料

・
過
去
の
未
納
保
険
料

・
保
険
料
免
除
期
間
を
追
納
し

た
保
険
料

お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
年

金
課（
1
21
ー
８
７
７
７
）へ
。

国
民
年
金
保
険
料

忘
れ
ず
に
申
告
を

ひ
ら
つ
か
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
記
念
講
演
会

身
体
障
害
者
ケ
ア
付
き

住
宅
の
入
居
者
を
募
集

お申し込みは、保健センター（134ー0311）へ。

今年も受験シーズンが到来しました。この時期に多くなるのが、学習教
材の訪問販売です。電話で学習指導機関のように名乗り、「数年後に控えた
お子さんの中学進学や高校、大学受験の話をしたい。」などと言われます。
話を聞くことに承諾すると、長時間説得され、契約してしまうことが多い
ようです。事前説明では、問題がわからない時の問い合わせに応じると言
っていながら、実際の契約書にはその記載がないこともあります。契約総
額は多額になり、教材は多すぎて使いこなせる子どものほうが珍しいくら
いです。解約を申し出てもなかなか応じられず、応じても多額の解約料を
請求されます。学習教材の契約は慎重にしましょう。

□問 市民活動推進課（内線2263）

子どもの学習教材の契約は慎重に
くらし快適メモ〈連載○33〉

消費生活相談：毎週金曜日午前9時～午後4時／市民活動推進課（市役所東附属庁
舎2階）／電話（内線2910）でも相談できます

食生活改善推進員
地域の食生活を見直し、食

べ物を通じて健康づくりを考

える食生活改善推進員を養成

する講座です。地域の食生活

改善に取り組むボランティア

活動をします。

u期間 4月～平成15年3月（16

回程度開催）

u定員 20人（先着順）

健康推進員
健康づくりについての知識

や技術を学び、それを身近な

人に広める健康ボランティア

を養成する講座です。楽しみ

ながら、気軽にできる運動を

考えます。

u期間 4月～10月（10回程度

開催）

u定員 40人（先着順）

元気のもとは健康づくりから�
食生活改善推進員と健康推進員の養成講座を開きます�

高�



７ 広報ひらつか　第713号（1日・15日発行） 情 報 館

平塚市役所　〒254-8686 浅間町9-1
123-1111・35-1111

中央図書館 3月 4日（月）～15日（金） 北図書館　2月20日（水）～28日（木）
西 図 書 館 3月13日（水）～20日（水） 南図書館　2月25日（月）～3月5日（火）
移動図書館 3月 4日（月）～15日（金）

館内整理のため各図書館が休館します

図書館の特別休館
◇問い合わせ先　中央図書館（131－0415）

◆
囲
碁
の
級
位
認
定
大
会

囲
碁
の
上
達
を
め
ざ
し
、
級

位
の
取
得
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

３
月
３
日（
日
）午
前

９
時
15
分
受
け
付
け
開
始

▽
会
場

平
塚
商
工
会
議
所

（
松
風
町
）

▽
参
加
料
（
昼
食
、
参
加
記
念

品
付
き
）

中
学
生
以
下
一
千

円
、
大
人
二
千
円

お
申
し
込
み
は
二
月
二
十

四
日（
日
）ま
で
に
、
往
復
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
、
申
告
級
を
記
入
し
、
文

化
財
団（
〒
254
ー
0045
見
附
町
15

ー
１
・
1
32
ー
２
２
３
７
）へ
。

◆
市
民
セ
ン
タ
ー
文
化
サ
ー
ク

ル
の
発
表
会

全
三
十
六
サ
ー
ク
ル
の
活
動

発
表
会
で
す
。

【
作
品
展
示
の
部
】

絵
画
、
手
芸
な
ど
の
発
表
。

▽
期
間

２
月
21
日（
木
）〜
26

日（
火
）午
前
10
時
〜
午
後
６
時

30
分（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

▽
会
場

市
民
プ
ラ
ザ

【
公
演
の
部
】

歌
、踊
り
な
ど
の
公
演
で
す
。

▽
日
時

２
月
23
日（
土
）午
後

０
時
30
分
〜
４
時
30
分

▽
会
場

市
民
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
財

団（
1
32
ー
２
２
３
７
）へ
。

◆
商
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー

商
業
経
営
者
な
ど
を
対
象
に
、

経
営
を
学
び
ま
す
。

▽
日
程
と
内
容

①
３
月
１
日

（
金
）「
個
店
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
必
須
事
項
／
山
田
み
ど
り
さ

ん（
エ
ミ
ン
グ
代
表
）②
３
月
８

日（
金
）「
奇
想
天
外
な
ア
イ
デ

ア
販
促
術
」
／
野
澤
武
夫
さ
ん

（
困
っ
た
時
の
救
世
主
の
ざ
わ

企
画
）③
３
月
12
日（
火
）「
こ

う
し
て
つ
く
る
Ｉ
Ｔ
時
代
の
繁

盛
店
」／
佐
藤
良
雄
さ
ん（
有
限

会
社
太
田
屋
）

▽
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ（
Ｍ
Ｎ
ビ
ル
11
階
）

▽
定
員

各
回
40
人（
先
着
順
）

お
申
し
込
み
は
、
商
業
観
光

課（
1
35
ー
８
１
０
７
）へ
。

◆
初
級
簿
記
講
座
を
開
き
ま
す

初
級
者
向
け
の
簿
記
の
講
座

を
開
き
ま
す
。

▽
日
時

４
月
１
日（
月
）〜
６

月
５
日（
水
）の
主
に
毎
週
月
・

水
・
金
曜
日
、
午
後
６
時
〜
８

時
、
全
26
回
（
週
に
２
、
３
回

開
催
し
ま
す
）

▽
会
場

平
塚
商
工
会
議
所

（
松
風
町
）

▽
定
員

60
人

▽
受
講
料

一
万
九
千
円

お
申
し
込
み
は
、
三
月
一
日

（
金
）〜
十
五
日（
金
）に
、
平
塚

商
工
会
議
所（
1
22
ー
２
５
１

０
）へ（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）。

◆
駅
地
下
道
の
広
告
板
の
利
用

者
を
募
集
し
ま
す

平
塚
駅
駅
前
広
場（
北
口
）地

下
道
に
広
告
を
出
し
ま
せ
ん
か
。

▽
利
用
期
間

４
月
１
日
〜
平

成
15
年
３
月
31
日

▽
募
集
数

48
か
所

▽
料
金

年
額
八
万
四
千
円
〜

十
四
万
四
千
円

▽
受
け
付
け
期
間

２
月
22
日

（
金
）〜
28
日（
木
）、
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
（
22
日
は
午

前
10
時
か
ら
、
土
・
日
曜
日
は

除
く
）

お
申
し
込
み
は
、
道
路
総
務

課
（
市
役
所
新
館
二
階
・
内
線

２
７
０
９
）
で
お
配
り
す
る
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

同
課
へ
。

◆
イ
ベ
ン
ト
用
品
を
無
料
で
貸

し
出
し
ま
す

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
使
う
用

品
を
貸
し
出
し
ま
す
。
四
月
か

ら
九
月
ま
で
の
予
約
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
（
利
用
日

が
重
な
っ
た
場
合
は
抽
選
）。

▽
対
象

自
治
会
、
子
ど
も
会

な
ど
の
地
域
活
動
団
体

▽
貸
し
出
し
品

綿
菓
子
機
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
機
、
か
き
氷
機
、

テ
ン
ト
、
発
電
機
な
ど

▽
締
め
切
り

2
月
26
日（
火
）

お
申
し
込
み
は
、
市
民
活
動

推
進
課（
内
線
２
２
６
３
）へ
。

◆
競
輪
場
の
売
店
を
募
集

平
塚
競
輪
場
内
の
売
店
に
出

店
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
（
二

回
連
続
出
店
し
た
方
は
除
き
ま

す
）。

▽
出
店
期
間

４
月
〜
９
月

▽
募
集
店
舗

飲
食
売
店
３
店

舗
、
普
通
売
店
４
店
舗（
抽
選
）

▽
応
募
資
格

次
の
①
〜
⑤
の

す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方

①
市
内
に
１
年
以
上
お
住
ま
い

②
調
理
師
、
ふ
ぐ
包
丁
師
、
食

品
衛
生
責
任
者
、
製
菓
衛
生
師

の
い
ず
れ
か
の
資
格
が
あ
る
③

希
望
す
る
売
店
と
同
じ
業
務
を

市
内
で
１
年
以
上
営
業
し
て
い

る
④
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

⑤
県
平
塚
保
健
事
務
所
で
発
行

す
る
衛
生
監
視
票
で
90
点
以
上

獲
得
し
て
い
る

▽
必
要
書
類

住
民
票
ま
た
は

外
国
人
登
録
済
証
明
書
、
市
税

完
納
証
明
書
（
法
人
は
法
人
分

お
よ
び
そ
の
代
表
者
分
）、
印

（
社
印
は
不
要
）、
営
業
許
可
書

の
写
し
、
調
理
師
免
許
な
ど
の

資
格
証
書
の
写
し
、
法
人
は
定

款
お
よ
び
登
記
簿
謄
本
、
県
平

塚
保
健
福
祉
事
務
所
で
発
行
す

る
衛
生
監
視
票
の
写
し

▽
申
込
書
の
配
布

２
月
18
日

（
月
）〜
22
日（
金
）

▽
締
め
切
り

２
月
26
日（
火
）

▽
申
込
書
の
配
布
・
提
出
場
所

平
塚
競
輪
場
内
事
業
課

お
問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
競

輪
場（
1
21
ー
３
９
３
５
）へ
。

◆
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

固
定
資
産
課
税
台
帳
が
三
月

一
日（
金
）か
ら
二
十
日（
水
）ま

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

除
く
）

▽
場
所

固
定
資
産
税
課
（
市

役
所
１
階
⑥
番
窓
口
）

▽
ご
覧
に
な
れ
る
方

①
資
産

の
所
有
者
②
所
有
者
の
同
居
の

親
族
、
納
税
管
理
人
、
法
定
代

理
人
③
所
有
者
の
委
任
状
ま
た

は
同
意
書
を
お
持
ち
の
方

▽
持
ち
物

印

お
問
い
合
わ
せ
は
、
固
定
資

産
税
課（
1
21
ー
８
７
６
８
）へ
。

◆
公
共
下
水
道
の
排
水
設
備
工

事
費
の
助
成
金
を
変
更
し
ま
す

四
月
一
日
受
け
付
け
分
か
ら
、

建
物
の
所
有
者
が
、
自
己
資
金

で
公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
工

事
を
し
た
と
き
に
交
付
す
る
助

成
金
の
額
を
変
更
し
ま
す
。

▽
助
成
金

一
律
二
万
五
千
円

交
付
で
き
な
い
の
は
、
次
の

場
合
で
す
。

①
新
築
や
増
改
築
で
建
築
確
認

を
必
要
と
す
る
②
公
共
下
水
道

が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
日
か

ら
３
年
以
内
に
工
事
を
し
な
か

っ
た
③
資
金
貸
し
付
け
あ
っ
せ

ん
を
利
用
し
て
い
る
④
市
税
な

ど
の
滞
納
が
あ
る
⑤
指
定
工
事

店
と
助
成
を
受
け
な
い
工
事
契

約
を
し
て
い
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
下
水
道

総
務
課
（
内
線
２
４
３
０
）
へ
。

◆
総
合
公
園
に
新
し
い
鉄
棒

総
合
公
園
桜
の
広
場
に
鉄
棒

が
で
き
ま
し
た
。
私
立
幼
稚
園

父
母
の
会
連
合
会
が
寄
付
し
た

も
の
で
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
合
公

園
管
理
事
務
所
（
1
35
ー
２
２

３
３
）へ
。

十
二
月
十
七
日
に
行
わ
れ
た

監
査
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
小

山
稔
さ
ん
、
相
原
光
治
さ
ん
、

柳
川
藤
一
さ
ん
、
山
原
栄
一
さ

ん
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

【
監
査
の
対
象
お
よ
び
結
果
】

◆
定
期
監
査
（
平
成
十
三
年
度

の
予
算
の
執
行
等
財
務
に
関
す

る
事
務

▽
総
務
課
、
財
政
課
、
管
財
課
、

農
産
課
、
み
な
と
水
産
課
、
環

境
政
策
課
、
環
境
業
務
課
…
収

入
事
務
、
支
出
事
務
の
執
行
に

つ
い
て
は
、
良
好
に
行
わ
れ
て

い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。
…

備
品
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
は
、

良
好
な
管
理
と
認
め
ら
れ
た
。

監
査
の
結
果

ご家庭の不用品を再デビ
ューさせませんか。
☆譲ってください
双子用ベビーカー、Ｂ型

ベビーカー、歩行器、チャイ
ルドシート、三輪車、中学生
用男子制服（160㎝）、女の子
用洋服（90～110㎝）、男の子
用洋服（90㎝くらいまで）、
七五三用女児着物セット（3
歳児用）、2段ベッド、セミ
ダブルベッド、ビデオカメ

ラ、電子ピアノ、50cc原付バイク、大人用自転車、
子ども用自転車
☆譲ります ①有料 大磯高校女子用制服一式（Ｌ
サイズ）、ランドセル（黒・赤）、自転車用補助イス、
男児用入学式等洋服一式（130㎝）、ケース入りひな
人形、シングルベッド、テレビ（14インチ・新品）、
ビデオデッキ（新品）、ヒーター加熱式加湿機
②無料 ランドセル（黒・赤）、三面鏡、学習机、押
し入れタンス、米びつ付き収納キャビネット、加湿
機、旅行用スーツケース、エレクトーン
◎不用品の登録やあっせんは、電話などでお
受けします（先着順）。受け付けは、土・日
曜日、祝日を除く午前8時30分から午後5時ま
でです。不用品登録情報は市のホームページ
でもご覧いただけます（URLは1面題字右横
参照）。交渉は当事者同士でお願いします。
登録は3か月間有効。

十
二
月
号
の
市

長
コ
ラ
ム
に
「
弦

斎
カ
レ
ー
」
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
取
り
組
ん
で
い

る
方
や
、
食
べ
ら
れ
る
場
所

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
福
田

公
子
さ
ん
・
横
内
）

取
り
組
ん
で
い

る
の
は
、
市
内
の

料
理
家
な
ど
で
組
織
す
る

「
村
井
弦
斎
の
会
（
鳥
海
義

晃
会
長
）」
で
す
。
同
会
で
は
、

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
平

塚
に
住
ん
だ
作
家
・
村
井
弦

斎
の
代
表
作
「
食
道
楽
」
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
料
理
を
研

究
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
カ

レ
ー
の
ほ
か
に
も
「
弦
斎
豆
」

や
「
弦
斎
し
ら
す
」
な
ど
を

発
表
し
て
い
ま
す
。

「
弦
斎
カ
レ
ー
」
を
食
べ
ら

れ
る
の
は
次
の
四
店
舗
で
す
。

・
ソ
ク
ラ
（
松
風
町
1
22
―

６
６
８
１
）

・
ミ
ッ
キ
ー
・
ロ
グ
（
中
原

上
宿
1
30
―
４
１
１
０
）

・
メ
イ
ン
ロ
ブ
ス
タ
ー
（
千

石
河
岸
1
22
―
７
３
７
３
）

・
リ
ン
ガ
ベ
ル
（
明
石
町
1

24
―
４
５
８
０
）

ま
た
、
梅
屋（
紅
谷
町
）食

品
売
り
場
な
ど
で
は
、
弦
斎

カ
レ
ー
の
レ
ト
ル
ト
パ
ッ
ク

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
村
井

弦
斎
の
会
（
貴
柳
庵
内
・
1

23
―
４
５
２
４
）
へ
。

◇
　
　
　
◇

◆
担
当
　
社
会
教
育
課
（
1

35
―
８
１
３
０
）

質
　
問

お
答
え

弦
斎
カ
レ
ー
に
つ
い
て

も
っ
と
教
え
て

2月納期の市税・手数料
◆対象税など
・国民健康保険税　　　（第９期）
・介護保険料　　　　　（第９期）
・国民年金保険料　　　（２月分）
・清掃し尿従量手数料　（第11期）
・公共下水道使用料　　（第11期）
◆納期最終日 ２月28日（木）

◇本会議初日 ２月21日（木）
◇本会議（総括質問） ３月１日（金）～６日（水）
◇常任委員会 ３月７日（木）～12日（火）
◇本会議最終日 ３月19日（火）
※開会は午前10時の予定です。

市議会の会議は、原則としてどなた
でも自由に傍聴できます。本会議の傍
聴は、専用の入り口が議事堂北側２階
にあり、議場へは傍聴者名簿に住所、
氏名を記入していただくだけで入場で
きます。ただし、傍聴席は本会議場が
76席、委員会室が９席程度ですので、
団体の場合は事前に議会事務局までご
連絡ください。 □　問 議会事務局（121ー8791）

飯野和好原画展
ねぎぼうずのあさたろう御一行平塚宿に到着～!

□　問 中央図書館（131ー0415）

●会期 2月26日（火）～3月3日（日）

●時間 午前9時30分～午後8時50分

（初日・午後3時開場、最終日・午後3時終了）

●会場 中央公民館2階ギャラリー

講演会 ひろげよう楽しい本との出会いを
飯野和好さんの講演とサイン会（参加自由）。

●日時 3月2日（土）午後2時開演

●会場 中央公民館　●定員 200人（先着順）

お申し込みは、往復はがきに住所、氏名（参

加者全員）、学年、電話番号を記入し、中央図

書館（〒254－0041浅間町12－41）へ。 『ねぎぼうずのあさたろう』飯野和好/作
福音館書店　2001年
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【母親父親教室】
時間は午後1時30分～4時、

11日のみ午前10時～午後2時。
◇前期（妊娠6か月までの方）
・ 4日（月）歯の衛生、妊娠中
の過ごし方

・11日（月）調理実習で学ぶ妊
娠中と産後の栄養〈予約制〉

◇後期（妊娠8か月以降の方）
・18日（月）お産の進み方と産
後の過ごし方、呼吸法など

・29日（金）赤ちゃんのおふろ
※祖父母教室 18日の母親父
親教室と同時開催

【妊婦・新生児の訪問相談】
妊娠中の健康管理や、生後

間もない赤ちゃんに関する相

談をご自宅に伺ってお受けし
ます＜予約制＞。
【育児相談】
生活や歯の衛生などの相談。

◇受け付け 毎週水曜日午前
9時30分～10時30分

【にこにこ栄養相談】
食事などに関する相談。

◇受け付け 13日（水）・27日
（水）午後1時30分～3時

【個別健康診査】
指定医療機関へ直接お申し

込みください。
◇4か月児対象（満4か月～5か
月未満）

◇8～10か月児対象（満8か月
～11か月未満）

【集団健康診査】
受診日の1週間前までに案

内通知をお届けします。受け
付けは午後1時～2時です。
◇1 歳7 か月児対象
・ 5 日 12年 8 月 1 日～10日生
・12日 12年 8 月11日～20日生
・19日 12年 8 月21日～31日生
◇3 歳2 か月児対象
・ 7 日 11年 1 月 1 日～10日生
・14日 11年 1 月11日～20日生
・28日 11年 1 月21日～31日生
【歯科健康診査〈予約制〉】
◇2歳1か月児対象
・13日（水）午後1時30分～3時
・28日（木）午前9時30分～11時

離乳食の進め方など成長に
合わせたコースです。１週間
前までにご予約を。
【ごっくん離乳食教室】
・3～5か月児対象、27日（水）

午後1時30分～3時
【もぐもぐ離乳食教室】
・7～8か月児対象、8日（金）･
22日（金）午後1時30分～3時

【ｶﾐｶﾐ･ﾌﾞﾗｯｼﾝｸﾞ離乳食教室】
・10～12か月児対象、14日（木）
午前10時～11時

お子さんと一緒に楽しく学
べる体験教室です〈予約制〉。
【のびのびキッズ2歳児教室】

3回コース。対象は2歳～2
歳6か月児。途中の回からの
参加もできます。
今コースの2回目は3月26日

（火）「楽しい食卓と好き嫌い
対策」、3回目は3月29日（金）
「むし歯予防とブラッシング
実習」です。時間はいずれも、
午前10時～11時です。

家族で楽しい育児
子どもにとって親は「自分

を絶対に守ってくれる」とい
う安全基地です。安全基地が
あるからこそ、安心して外の
世界に出て行けます。忙しい
日々の中でも家族で向き合っ
て、子どもの話を聞き、親も
自分のことを素直に話すよう
なゆったりとした親子の時間
を持つことが大切でしょう。
冬の厳しい寒さももうすぐ

終わりです。家族そろって、
お出かけするのも良いかもし
れませんね。
ホームページで子どもの健康
情報! http://www.city.hira
tsuka.kanagawa.jp/kenko
/kodomono.htm

P
天
野
郁ふ

み

弥や

ち
ゃ
ん

平
成
13
年
4
月
3
日
生
ま
れ

（
中
原
二
丁
目
）

Q
白
井
美み

有ゆ
う

ち
ゃ
ん

平
成
13
年
3
月
27
日
生
ま
れ

（
宮
の
前
）

P
田
中
翔し

ょ
う

也や

ち
ゃ
ん

平
成
13
年
2
月
22
日
生
ま
れ

（
岡
崎
）

Q
大
村
彩あ

や

水み

ち
ゃ
ん

平
成
13
年
5
月
1
日
生
ま
れ

（
立
野
町
）

P
角
田
昇し

ょ
う

平へ
い

ち
ゃ
ん

平
成
13
年
3
月
6
日
生
ま
れ

（
菫
平
）

★応募写真（掲載写真は除く）はケーブルテレビ2ch「くすのきTime」で紹介しています（1人1回）。

P
金
沢
伶
音

れ

お

ち
ゃ
ん

平
成
13
年
8
月
1
日
生
ま
れ

（
桃
浜
町
）

育児一口メモ

●保健センター
・中里34-17
・134-0311

会場・問い合わせ先は保健センターです。母子健康手帳を忘れずに。

万
葉
集
に
は
、
梅
の
歌
が
百
十
八
首
も
詠
ま
れ
て

い
る
。
こ
ん
な
に
数
が
多
い
の
は
、
そ
の
昔
、
中
国

か
ら
海
を
渡
っ
て
伝
わ
っ
て
き
た
梅
が「
異
国
の
花
」

と
し
て
貴
人
た
ち
に
も
て
は
や
さ
れ
た
か
ら
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
。
清
楚そ

な
感
じ
も
日
本
人
好
み
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
近
ご
ろ
物
事
を
静
止
し
た
状
態
で
と
ら
え
、

評
価
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
一
瞬
を
と

ら
え
た
写
真
に
も
、
そ
の
向
こ
う
に
広
が
る
世
界
の

動
き
を
感
じ
と
る
と
き
が
あ
る
よ
う
に
、
止
ま
っ
て

い
る
も
の
の
中
に
も
秘
め
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
見
つ
け
ら
れ
れ
ば
、
小
さ
な
花
か

ら
で
も
、
大
き
な
世
界
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

梅
の
花
一
つ
か
ら
、
い
く
つ
も
の
表
情
を
感
じ
と

っ
た
万
葉
の
人
た
ち
の
心
の
豊
か
さ
に
学
ぶ
こ
と
は

多
い
。

さ
あ
、
今
日
は
、
梅
の
向
こ
う
の
世
界
を
探
し
に

行
こ
う
か
。
総
合
公
園
の
梅
は
、
今
が
見
ご
ろ
だ
。

梅
の
花
の
そ
の
向
こ
う

平
安
時
代
末
期
、
源
義
朝
は
鎌
倉
に

本
拠
を
置
い
て
勢
力
を
拡
大
し
ま
し
た

が
、
一
一
五
九
年
の
「
平
治
の
乱
」
で

平
清
盛
に
討
た
れ
、
息
子
の
頼
朝
も
伊

豆
に
流
罪
に
な
り
ま
す
。
相
模
国
で
は
、

平
清
盛
の
信
頼
を
得
た
大
庭
景
親
が
、

東
部
に
勢
力
を
持
つ
三
浦
氏
や
西
部
の

中
村
氏
を
押
さ
え
ま
し
た
。

岡
崎
四
郎
義
実
は
、
こ
れ
よ
り
前
の

一
一
一
二
年
、
三
浦
義
継
の
四
男
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
義
実
は
三
浦
氏
の

本
拠
地
で
あ
る
三
浦
半
島
を
出
て
、
南

に
平
野
が
広
が
る
岡
崎
（
現
在
の
平
塚

市
岡
崎
・
伊
勢
原
市
岡
崎
）
に
進
出
。

中
村
宗
平
の
娘
を
妻
と
し
、
自
ら
の
次

男
を
宗
平
の
三
男
・
土
屋
三
郎
宗
遠
の

養
子
に
す
る
な
ど
、
中
村
氏
と
姻
戚
関

係
を
結
び
、
開
発
を
進
め
ま
し
た
。

一
一
八
○
年
、
源
頼
朝
が
反
平
氏
の

兵
を
挙
げ
る
と
三
浦
氏
や
中
村
氏
は
頼

朝
方
に
つ
き
、
六
十
九
歳
に
な
っ
て
い

た
義
実
も
参
戦
し
ま
す
。
し
か
し
、
頼

朝
は「
石
橋
山
の
戦
」で
大
庭
景
親
に
破

れ
、
義
実
も
長
男
・
真
田
与
一
義
忠
を

失
い
ま
し
た
。
義
実
ら
と
安
房
国
（
現

在
の
千
葉
県
南
部
）
に
逃
れ
、
再
起
し

た
頼
朝
は「
富
士
川
の
戦
」で
平
氏
軍
を

破
り
、
東
国
の
軍
事
行
政
権
を
握
り
ま

す
。
そ
の
後
も
義
実
は
、
頼
朝
の
奥
州

藤
原
氏
攻
め
や
上
洛
に
随
行
し
ま
し
た
。

一
一
九
二
年
、
頼
朝
は
征
夷
大
将
軍

に
任
命
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
義
実
の

晩
年
は
不
遇
だ
っ
た
よ
う
で
、
北
条
政

子
に
そ
の
窮
状
を
訴
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
頼
朝
の
死
の
翌
年
（
一
二
○
○

年
）
に
八
十
九
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

義
実
に
は
、
一
本
気
な
鎌
倉
武
士
の

典
型
と
し
て
の
逸
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
頼
朝
か
ら
下
さ
れ
た
水
干

す
い
か
ん

を
着
て

喜
ん
だ
の
を
か
ら
か
わ
れ
て
大
げ
ん
か

し
た
話
や
、
息
子
の
仇あ

だ

と
し
て
預
け
ら

れ
た
長
尾
定
景
の
読
経
の
声
に
感
じ
て

彼
を
助
命
し
た
話
な
ど
が
知
ら
れ
ま
す
。

▽
担
当
　
社
会
教
育
課
（
1
35
―
８
１

３
０
）

s第11回t

鎌倉幕府成立と
岡崎四郎義実

応募方法 カラー写真の裏に
赤ちゃんの氏名（ふりがな）・
生年月日・性別・住所・電話
番号を記入し、広報課「赤ち
ゃんのステージ」係（〒254-

8686 浅間町9-1）へ。対象は
市内にお住まいの1歳未満（掲
載時）の赤ちゃん。締め切り
は前月の20日。今回の応募は
38人。

バ ス 平塚駅北口⑤番線から諏訪
町・農業高校経由市民病院行き、「医
療センター前」下車、大人片道170円
※同番線からの湘南日向岡行き、東海大
学行き、金田公民館行きも停車します。

▲岡崎城址（無量寺・伊勢原市岡崎）
円内は岡崎公民館にある岡崎四郎義実像
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